
「公共施設の在り方・再編方針」のイメージと検討の進め方

公共施設の在り方・再編方針（構成案）

１．公共施設の在り方・再編方針の位置付け
◼本方針の位置付け
◼本方針の構成

２．公共施設の現状と課題
◼公共施設の現状（設置状況、基本情報 等）
◼将来の見込み（人口推計、財政見通し 等）
◼公共施設の抱える課題

３．公共施設の在り方・再編方針
◼ これからの公共施設の設置目的
◼公共施設マネジメントの目標
◼公共施設再編の方針 （検討対象施設、基本的な考え方）
◼ エリア別方針

４．地域拠点施設の在り方方針
◼地域拠点施設の在り方
◼拠点施設への集約・複合化を図る機能
◼集約化・複合化のシミュレーション
◼集約化・複合化により期待される効果と実施上の課題

５．今後の進め方
◼令和８年度以降の再編検討について
◼事業実施上の課題

※参考資料
◼検討経緯（各種会議の開催概要、WS結果概要 等）
◼ シミュレーション結果詳細

令和６年度から令和７年度までの２年間、公共施設在り方検討委員会での検討等を通じて、「小金井市公共施設の在り方・再編方針」の策定を目指す。

このことにより、小金井市公共施設等総合管理計画で定める施設類型毎の基本的な方針の検討を進める上で、ハコありきではなく公共サービスとしての将来の在り方として公共サービスの将来ビジョンや地域拠点化の考え方、集約・複
合化の考え方に基づく公共施設再編を図る。
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１．公共施設の在り方・再編方針を策定する目的

公共施設等総合管理計画

第１章 公共施設等総合管理計画について
◼策定の背景・目的
◼ これまでの市の取組
◼計画期間
◼計画の位置付け
◼対象資産

第２章 公共施設等の現況及び将来の見通し
◼地理
◼人口
◼財政
◼公共施設等の現況
◼公共施設等に係る更新費用の推計と財政負担の検証

第３章 公共施設等の総合的かつ計画的な管理に関する基本的な方針
◼現状や課題に関する基本認識
◼公共施設等の管理に関する基本的な考え方と取組方針
◼建築系公共施設の在り方の見直し
◼全庁的な取組体制の構築及び情報管理・共有方策
◼ フォローアップの実施方針

第４章 施設類型ごとの基本的な方針
◼建築系公共施設
◼土木系公共施設

20240826_公共施設在り方検討委員会（第１回）

資料６

公共サービスの将来ビジョン

✓ ハコありきではない公共サービスと
しての将来ビジョン（あるべき姿）

✓ エリア（生活圏）の考え方

✓ 集約・複合化の候補や施設組合
せの考え方を具体化

公共施設の再編等による市民サービスの向上及び持続可能な行政サービスの展開



これからの公共施設の在り方について検討する

「公共施設の在り方・再編方針」のイメージと検討の進め方

公共施設の役割について

現況・課題について

8～10月

11～１月

エリア別の公共施設の在り方について

2～３月

地域拠点施設への集約化・複合化の
シミュレーション条件について

４～６月

R６年度

シミュレーションの実施及び評価

７～９月

公共施設の在り方・再編方針素案作成

10～１2月

パブリックコメント・とりまとめ
1～３月

公共施設の在り方・再編方針（構成案）

１．公共施設の在り方・再編方針の位置付け
◼本方針の位置付け
◼本方針の構成

２．公共施設の現状と課題
◼公共施設の現状（設置状況、基本情報 等）
◼将来の見込み（人口推計、財政見通し 等）
◼公共施設の抱える課題

３．公共施設の在り方・再編方針
◼ これからの公共施設の設置目的
◼公共施設マネジメントの目標
◼公共施設再編の方針 （検討対象施設、基本的な考え方）
◼ エリア別方針

４．地域拠点施設の在り方方針
◼地域拠点施設の在り方
◼拠点施設への集約・複合化を図る機能
◼集約化・複合化のシミュレーション
◼集約化・複合化により期待される効果と実施上の課題

５．今後の進め方
◼令和８年度以降の再編検討について
◼事業実施上の課題

※参考資料
◼検討経緯（各種会議の開催概要、WS結果概要 等）
◼ シミュレーション結果詳細

検討委員会 庁内検討 市民参加

地域拠点施設を中心とした再編の在り方について検討するR７年度

✓ 施設の抱える課題
✓ 利用実態・ニーズの変化
✓ 公共サービスの地域バランス 等

第1回

第2回

第3回

第４回

第５回

第６回

第７回

パブコメ

✓ 人口減少・少子高齢化社会に公共に求める
サービスの在り方

✓ 機能の集約化・複合化等の考え方
✓ 諸室の複合利用・シェアリングの可能性 等

✓ エリアの捉え方
✓ 各エリアに求められる公共サービス
✓ 地域拠点施設を中核とした機能の集約化・
複合化の考え方 等

• 検討委員会のゴール
• 施設の現況・課題
• これからの検討の論点

WS①

WS②

WS③

• これからの公共施設に
求めること

• 相乗効果が見込まれる
公共施設の組み合わせ

• 公共施設マネジメントに
おけるエリアの捉え方

• 各エリアにおける公共
サービスの在り方

• 中核となる施設類型

主な検討内容

R６年度成果を
踏まえて継続検討

✓ 地域拠点施設の複合化モデルパターン
✓ シミュレ―ション結果に対する評価軸

✓ コスト試算やまちづくりへのインパクトの分
析・評価

✓ パブリックコメントを踏まえた対応
✓ 最終とりまとめ

✓ 方針としてのとりまとめ
✓ 次年度以降の事業スケジュール
✓ 事業実施上の課題

• 地域拠点施設への集約
化・複合化を図る機能

• 集約化・複合化の効果に
対する評価の視点

• シミュレーション結果
• 効果が期待される集約化・
複合化パターン

• 方針素案
• 事業実施にあたっての配慮
事項

• 最終報告

これからの時代に必要な公共施設の在り方、既存施設の再編について検討を行い建築系公共施設の再編を図るため、公共施設在り方検討委員会、庁内検討、市民参加を通じて公共施設の在り方・再編方針をまとめていく。令
和６年度は主に「全施設を対象にこれからの公共施設の在り方について」、令和７年度は「地域拠点施設を中心とした再編の在り方」について検討を行う。
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２．検討フローと公共施設の在り方・再編方針（構成案）

本日 ・庁内組織による検討
・施設所管課ヒアリング
・職員WSの実施 等

資料６



※参考 これまでの経緯

各種個別施設計画に記載した対策の内容を反映させるとともに、
国の改訂指針に基づいた計画の見直しの必要性

「公共施設の在り方・再編方針」のイメージと検討の進め方

H23年度

H25年度

H28年度
（H29.3）

R2年度

• 小金井市公共施設等総合管理計画が改定されるタイミングで統合することを想定

➢ 老朽化した大量の施設に関する更新
への対応

➢ すべての公共施設等を保有し続けるこ
とは困難

➢ 人口減少・少子高齢化、 厳しい財政
見通し

➢ 既存施設の総量と配置を見直す必要
性

現状課題 将来の要因

公共施設等の課題の「見える化」、「共有化」を図るため「小金井市施設白書」を策定

「公共施設マネジメントの構築に向けて」を策定。
公共施設の維持保全に係る全庁調整・横断体制の構築のための方向性を示すものとして、
総量の抑制、PPPの活用、保有資産の有効活用の３つの基本原則を定め、公共施設マ
ネジメントの基本的な考え方を整理。

中長期的な視点に立った公共施設等の在り方に係る基本方針 の必要性
（更新への対応、公共施設等の総量や配置等の適正化）

「小金井市公共施設等総合管理計画」を策定。
直面する少子高齢化や厳しい財政状況を踏まえつつ、公共施設等の老朽化対策や最適
な配置の見直し等を計画的に進めるため管理に関する基本的な考え方や取組方針等をま
とめた。

「小金井市公共施設個別施設計画」を策定。
「小金井市社会教育関係施設個別施設計画」を策定。
「小金井市学校施設長寿命化計画」を策定。

R３年度
（R4.3）

「小金井市公共施設等総合管理計画」を改定。
財政負担を軽減・平準化するとともに、公共施設等の最適な配置を実現するため、各種個
別施設計画に記載した対策の内容を反映させ、施設類型ごとの基本的な方針等をまとめ
た。
●建築系公共施設 125 施設、508 棟、総延床面積約184,031 ㎡（令和３年９月末）

●土木系公共施設

簡易劣化調査の実施：「公共施設個別施設計画」、「社会教育関係施設個別施設計
画」の対象施設について調査を実施し、修繕等の優先順位を整理。

「小金井市市営住宅長寿命化計画」を策定。

R6・7年度 「小金井市 公共施設の在り方・再編方針」を検討

将来の人口動向に合わせ、総量抑制に努めるとともに、
将来更新費用及び維持管理費の縮減に努めます。

“将来の公共サービスのあるべき姿（ビジョン）”とその実現に向けた
“建築系公共施設の集約化・複合化の考え方の具体化”の必要性

計画体系上の位置付け

• 公共施設マネジメントにおける最上位の計画。公
共施設の現況や将来を俯瞰的に把握し、その上
で長期的な視点から公共施設・インフラ施設を総
合的かつ計画的に管理していくための基本的な方
針や施設類型ごとの基本的な方針を示すもの。

• 国のインフラ長寿命化基本計画の地方公共団体
の行動計画にあたるとともに、市の再上位計画で
ある「小金井市基本構想・基本計画」の将来像
達成に向けた、公共施設マネジメントの取組戦略
をとりまとめたもの。

小金井市公共施設等総合管理計画

公共施設マネジメント

の構築に向けて

各種個別施設計画
・学校施設長寿命化計画
・公共施設個別施設計画
・社会教育関係施設個別施設計画
・市営住宅長寿命化計画 等

各種個別施設計画
道路 / 橋梁 / 下水道 /
公園 / ・・・

（土木系公共施設）（建築系公共施設）

小金井市基本構想

基本計画

インフラ長寿命化基本計画

【国】基本計画

【地方公共団体】行動計画

１．施設の更新への対応を計画的に推進します

２．適切な維持管理によって安全管理を徹底します

３．資産の有効活用による市民サービスの向上に努めます

基本目標 基本的な考え方

在り方検討のための施設の評価

• 「市民サービスの提供量」というソフトの視点と「建物の
活用」というハードの視点の両面から施設を評価

• 施設類型別に右図のような方策を検討

図：建築系公共施設の在り方・総量見直しのパターン例

本委員会

3

※参考 公共施設等総合管理計画の概要

資料６


